
⽇本⽂理⼤学校友会奨学⾦規程 
 
（⽬的） 
第 1 条 この規程は、⽇本⽂理⼤学（以下「⼤学」という。）の 2 年次から 4 年次に在籍し、
学業の成績が特に優れ、品⾏⽅正な学⽣に対し、勉学奨励を⽬的として、奨学⾦を給付する。 
 
（特待⽣） 
第 2 条 この規程により、奨学⾦の給付を受ける学⽣を校友会奨学⽣という。 
 
（特待⽣選考及び決定） 
第 3 条 校友会奨学⽣の決定は、校友会奨学⽣選考委員会（以下「委員会」という。）を⼤
学に設置し委員会の選考を経るものとする。 
 
（委員会） 
第 4 条 委員会は次の条件をもって⼤学に⼀任する。 
2 委員会は、学⻑、副学⻑、学部⻑、学環⻑及び⼤学事務本部⻑をもって構成する。 
3 学⻑は委員⻑となり、委員会を招集し、その議⻑となる。委員⻑がその職務を遂⾏でき
ない場合は、委員⻑の指名する委員がその職務を代理する。 
4 委員⻑は必要があると認めるときは、委員以外の者を出席させ、意⾒の開陳⼜は説明を
求めることが出来る。 
5 委員会は、前期、後期と年 2 回⾏う。前期は 4 ⽉⼊学者、後期は 10 ⽉⼊学者を対象と
して選考する。 
6 委員⻑は必要があると認めるときは、委員を招集し、臨時委員会を開催することができ
る。 
 
（選考） 
第 5 条 校友会奨学⽣の選考は、原則として単年度ＧＰＡをもって⾏う。 
 
（期間） 
第 6 条 校友会奨学⽣の期間は 1 年とする。ただし、再選考を妨げるものではない。 
 
（校友会奨学⽣の種類および給付額） 
第 7 条 校友会奨学⽣として選考された場合、次の相当額を給付する。 
 （1）校友会奨学⽣ A 奨学⾦ ⾦額 １５万円 
 （2）校友会奨学⽣ B 奨学⾦ ⾦額 １０万円 
 （3）校友会奨学⽣ C 奨学⾦ ⾦額 ５万円 



2 給付は予算の範囲内にて⾏う。 
 
（他の免除制度との関係） 
第 8 条 この奨学⾦は、他で定める学費免除制度との併⽤はできないものとする。 
 
（校友会奨学⽣資格喪失） 
第 9 条 校友会奨学⽣が次の各号のいずれかに該当したと認められた場合は、委員会の議
を経て、会⻑が資格喪失を決定し、給付を停⽌する。 
（1）懲戒処分を受けたとき 
（2）性⾏が不良となったとき 
（3）その他奨学⽣として適当でないと認められたとき 
2 資格の喪失が認められた場合、すでに給付した奨学⾦を返還させることができる。返還
の際に必要な振込⼿数料は⾃⼰負担とする。 
 
（所管） 
第 10 条 この奨学⾦に関する所管は⽇本⽂理⼤学校友会とし、庶務を⼤学事務本部⼤学総 

務・経理、教務・学⽣⽀援に委託する。  
 

（改廃） 
第 11 条 この規程の改廃は、役員会の承認を経なければならない。 
 
附則 
1 この規程は令和 3 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
2 この規程は令和 3 年度⼊学⽣から適⽤する。 
3 この規定は令和 4 年 11 ⽉ 1 ⽇より施⾏する。 
4 この規定は令和 8 年 4 ⽉１⽇より施⾏する。 


